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問題意識
我が国では、少⼦化研究の多さに対して、未婚化研
究は経済学分野ではやや⼿薄。

機会費⽤仮説の検証（樋⼝・阿部（1999）、⾼⼭ほ
か（2000））

パラサイトシングル仮説の検証（北村・坂本
（2007）、森⽥（2008）、鈴⽊（2024a））



所得格差、正規・⾮正規格差（（永瀬（2002）、
酒井・樋⼝（2005）、⽔落（2006）、佐々⽊
（2012）、内閣府（2023）、鈴⽊（2024a）））

時間的制約仮説（中村・佐藤（2010）、松⽥・
佐々⽊ほか(2015)）

マッチングメーカーの重要性（岩澤・三⽥
（2005））、両親のデモンストレーション効果

→個別要因の検証は様々あるが、それらの要因を
包括的、定量的に捉える研究が不⾜。研究を元に、
政策⽴案するためには、このような包括的研究必
要。



アプローチ
独⾝者と既婚者の振り返りデータを⽤いて、
両⽅の結婚前の状況を⽐較分析。

プロビットモデル（既婚者1、独⾝者0）に
より、需要⾯、供給⾯、マッチング環境・
経路に関する様々な説明変数を⽤いて推計。

データは先述の⼤規模データ。年齢階級別
の未婚率、有配偶率のサンプルウェイトを
調整。年齢の下限をそろえる。



（1）供給⾯
供給⾯の要因とは、潜在的な交際相⼿、結婚相⼿か
ら⾒た分析対象の魅⼒を表す変数である。

外⾒の⾃⼰評価として、⾝⻑⾼い・平均より⾼い、
肥満・太り気味

⻑男・⻑⼥、⼀⼈⼦
家事能⼒
雇⽤形態︓正規（正規社員）、⾮正規（パート・ア
ルバイト、派遣・嘱託・契約社員、個⼈業務請負・
フリーランス・ギグワーカー・内職、⽇雇い）、⾃
営（⾃営業主・家族従業者）、無職（無職・家事）



（2）需要⾯
結婚に対する本⼈の需要を表す変数。機会費⽤に関する
変数（学歴⼤卒以上、所得、資産、これまでの仕事の経
験年数）

時間制約仮説の変数として、労働時間、通勤時間の他に、
平⽇昼間以外の働き⽅

パラサイトシングル仮説の変数として、親との同居
両親のデモンストレーション効果として、15歳時点で⽚
親あるいは両親がいない場合、15歳時点で両親の仲が良
い

相⼿への希望条件、希望こども数、転勤可能性



（3）マッチング環境・経路
①職場・学校の異性⼈数、紹介・⾒合いの異性⼈
数

②これまでに経験のあった紹介や出会いのルート
③過去1年間に⾏った出会いの可能性がある活動
④これまでに経験した結婚サービスの利⽤
⑤同棲経験



推定結果ダイジェスト（⼥性）
 年齢（+）、肥満・太り気味（―）、⻑⼥（+）、⼀⼈⼦（―）、掃除
や⾷事作り、買い物、アイロンかけ、育児（+）、正規と⾮正規の格
差、⼤卒以上の学歴（―）、仕事の経験年数（―）、所得（+）、⾦融
資産（+）、労働時間（+）、夜間勤務（+）、⼟曜出勤（+）、希望⼦
ども数（+）、親との同居（+）、年齢や年収、体型への希望がない
（+）、転勤可能性（―）、15歳時の両親仲良い（+）

 職場・学校で毎⽇顔を合わせる独⾝の異性の数が多い（+）、同僚か
らの紹介（+）、結婚相⼿紹介を⽬的とする事業者等のイベントに参
加（+）、マッチング・アプリやインターネットの出会い系サイトを
利⽤した場合（―）、結婚相談所や勤め先によるお⾒合いや結婚相⼿
紹介サービス（+）、交際相⼿との出会いを⽬的とするパーティーや
イベントを利⽤する場合（+）、趣味やスポーツのクラブ活動・サー
クル活動（+）、同棲経験（+）



推定結果ダイジェスト（男性）
 年齢（+）、肥満・太り気味（―）、⾝⻑⾼い（+）、⼀⼈⼦（―）、
正規と⾮正規の格差、仕事の経験年数（―）、所得（+）、労働時間
（+）、夜間勤務（+）、⼟曜出勤（+）、希望⼦ども数（+）、親との
同居（―）、年齢や年収、体型への希望がない（+） 、転勤可能性
（―） 、15歳時の両親仲良い（+）

 職場・学校で毎⽇顔を合わせる独⾝の異性の数が多い（+）、取引先
や同僚、友⼈からの紹介（+）、結婚相⼿紹介を⽬的とする事業者等
のイベントに参加（+）、マッチング・アプリやインターネットの出
会い系サイトを利⽤した場合（―）、結婚相談所や勤め先によるお⾒
合いや結婚相⼿紹介サービス（+）、交際相⼿との出会いを⽬的とす
るパーティーやイベントを利⽤する場合（+）、趣味やスポーツのク
ラブ活動・サークル活動（+）、同棲経験（+）



（参考1）結婚の決定要因に関する推計1（⼥性）



（参考2）結婚の決定要因に関する推計2（男性）



まとめ
 たくさんの変数が結婚に影響している。⼀番⼤きな発⾒
は、男⼥に共通する結婚の決定要因が驚くほど多いこと。
男⼥ともに下記が共通。

 結婚確率のプラス要因︓正規雇⽤、所得の⾼さ、希望⼦
ども数が多いこと、両親の夫婦仲が良いこと、職場・学
校で毎⽇顔を合わせる独⾝の異性の数が多いこと、同棲
経験があること等。

 マイナス要因︓肥満・太り気味、⼀⼈⼦、所得の低さ、
転勤の可能性がある職場にいること。

 婚活についても、男⼥に共通して効果のある活動、ない
活動が明確。



エビデンスを活⽤した未婚対策例
 転勤がない雇⽤形態普及の推奨
 ⾮正規労働者の雇⽤・収⼊の安定化策
 結婚相⼿への希望条件があまり⾼くなりすぎないよう、
独⾝者に正しい情報提供、結婚のロールモデルの情報提
供・体験型教育

 ⾃分磨き、家事能⼒獲得のナッジ
 マッチング環境・経路の中でも、特に効果があるもの
（婚活イベント、結婚相談所）について、政府が参加料
の⼀部を補助

 職場や趣味のサークルの場でのおせっかい（ナッジ）推
奨等


